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制度とイノベーションの関係については、米国の Federal Trade Commission（FTC）が



































ソフトウェア特許に関する広く認められた定義は存在しない。 UC バークレーの Graham
らは、 “Software-related”特許を抽出するために、IPC の G06F 3/～12/、G06K 9/,  15/、
H04L 9/ のメイングループを用いている（S. Graham and D. Mowery 2003） 。しかし、






ウェア関連特許の抽出を行っているが（Bessen and Hunt, 2004） 、本研究で使用する技術
分類とキーワード検索を組み合わせたソフトウェア関連特許の抽出方法は、Hall らの先行
研究において、数種類の組み合わせを検討した結果、最も適したものとして採用された方
法であることを指摘しておく（Hall and MacGarvie, 2007） 。  4
 
Fig.1  入る 
 
特許と著作権 
Fig.1 は 1990 年から 2007 年に日本の特許庁に出願されたソフトウェア関連特許出願と
登録およびプログラム著作権登録数の推移である。 ソフトウェア関連特許は 1990 年代前半
には年間 4000 件程度出願されていたが、 1990 年代後半から 2000 年代前半にかけて急速に
件数が増加し、 2001年の18000件をピークとしてその後はやや減少する傾向となっている。
ここに見られるようなソフトウェア関連特許出願の全般的動向は、Graham らが示した米













概要を Table.1 に示す。 
 
Table.1 入 る  
 




①  large electronic systems firm と、②  large packaged software firm  が大きく寄与して
おり、シェアの大きさでは①が、また成長率の高さでは②のグループが重要であることが
示されている。これにならい、わが国におけるソフトウェア関連特許の出願動向を出願人
の種類別に示したのが Fig.2 である。ここで、Large Elec. Firm と示してあるのは、1991
年から 2006 年までのソフトウェア関連特許出願上位 20 社を指す（Table.2） 。20 社の内訳
としては、国際的な電機・電子機器メーカーがほとんどであるが、それに加えて日本電信 5
電話（NTT）と大手のシステム・インテグレータ企業数社が含まれている。本稿ではこれ
以降、 この上位20社グループを 「大手電機メーカー」 と呼ぶ。 一方、 Large Packaged software 
firm に相当するグループとしては、1991 年から 2006 年までの間に 10 件以上の特許出願
を行った企業 783 社を調べ、その中からパッケージ・ソフトウェアに係る事業を行ってい




メーカー」と呼ぶ。さらに、1991 年から 2006 年までの間に 1 件以上の特許出願を行った




Table 2 入 る  
 
ソフトウェア関連特許全体における大手電機メーカー20 社のシェアは 60%程度であり、
時系列で見ると横ばいあるいは 2000 年以降に少し減少している。 米国ではこのグループの














けされた 1058 社を対象とし、 「研究開発費（自社研究費と委託研究費の合計） 」と「特許所
有数」両方のデータが得られる年度について集計を行った。これらの企業のうち、1985 年
                                                  


























全分野と比べて 0.7～0.8 倍と低かったが、徐々に上昇し、1998 年以降はむしろ全分野平均
よりも審査請求率が高くなっている。ただし、ここに示したグラフの元データの最終更新



















いる整理標準化データから抽出した「審査官引用」の 2 種類の引用データを用いる。 











形状から right truncation と呼ばれている） 。この影響を避けるために、異なる年度に出願
された特許の前方引用をカウントする際には、 出願後一定期間の time window を設定して、
その期間内に引用された件数のみを比較することが普通である。本稿では time window を
5 年間とし、各特許が出願後５年間に引用された回数をカウントした。審査官による前方引
用データは、 前述の理由から、 発明者による前方引用よりも right truncation の影響をより
強く受けることになる。 
Fig.5 および Fig.6 は、各年度に出願されたソフトウェア関連特許の被引用度の相対比率
を示している。Fig.5 は発明者による前方引用、Fig.6 は審査官による前方引用である。 
 
  Fig.5 入 る  
 
  Fig.6 入 る  
 
  ソフトウェア特許の発明者による前方引用は、1990 年代の初めには全分野平均の 60%程
度であったが、徐々に上昇し 1990 年代の終わりには全分野平均の 90%程度になっている。
出願人の種別に見てみると、大手電機メーカーの特許の発明者前方引用（相対値）がほぼ
一定であるのに対して、パッケージソフト・メーカーの特許の発明者前方引用度は 1990 年 8
代の終盤に相対的に低下し、アカデミック・セクターの特許の発明者前方引用度は相対的
に高まりつつあるという傾向が見られる。 
  一方、ソフトウェア特許の審査官による前方引用は、1990 年代初めには全分野平均とほ




査官前方引用度は、 1990 年代前半には相対的に低かったが急速に上昇し、 2000 年には分野




ケースが非常に多いことはたびたび指摘されてきた （経済産業省 2005、 Blind 2005、 Federal 












いたが 2000 年代には急速に上昇し、ソフトウェア分野平均の約 2 倍、すなわち全分野平均
とほぼ同じレベルにまで達している。 
 







文引用は平均すると特許 1 件あたり約 0.32 件であり、全分野平均の科学論文引用（特許 1 9








Fig.8 入 る  
 
日本の特許庁は 1997 年から、先行技術としての非特許文献を 1960 年代までさかのぼっ
て収集し、データベース(CSDB: Computer Software Data Base)を構築して特許の審査に
活用している。ソフトウェア関連の特許についてはこの CSDB 収録文献を理由として、既
に多くの拒絶理由通知が出されており、ソフトウェア分野における知識ベースとして重要
な役割を果たしているものと考えられる。Fig.9 に CSDB 収録文献数の推移を示す。CSDB
に収録される文献数は 1990 年以降に発行されたものが中心であり、1990 年代後半に急増
したが、 2000 年代には年毎の収録数はさほど増加しなくなっている。 分類コードとして “ソ
フトウェア”そのもの（CS ターム＝DD00 or DZ00）が付与された文献の発行数は、1999
年をピークとしてその後は減少している。また、 “電子商取引”の分類コード（CS ターム
＝JJ67 or JZ67）が付与された文献も、2000 年をピークとしてその後は激減している。一
方、 “ゲーム”の分類コード（CS ターム＝JJ76 or JZ76）が付与された文献は、1997 年頃
から増え始め、2000 年代にも減少傾向は見られない（2006 年と 2007 年のデータは、デー
タベースへの収録が未完である） 。 
なお、米国特許庁においても非特許文献のデータベースとして Scientific & Technical 
Information Center – Electronic Information Center (STIC -EIC)が運用されている。
STIC-EIC は特許審査官からの非特許文献検索の要請に応えてサーチ作業を実施しており、
ソフトウェア関連技術のみに特化したデータベースではないが、 分野別に見ると 1998 年か
ら 2000 年のサーチ件数は米国特許分類 Class 705 (Modern Business Data Processing)  担
当審査官からの要請が最大であったと報告されている（USPTO, 2000） 。 
 






















・  デジタル著作権管理（17 年度） 
・  電子商取引（17 年度） 
・  携帯電話端末とその応用（15 年度） 
・  音声認識技術（14 年度） 
・  暗号技術（14 年度） 
・  デジタルコンテンツ配信・流通に関する技術（13 年度） 
・  インターネットプロトコル・インフラ技術（13 年度） 
・  サプライチェーン・マネージメント（12 年度） 
 
これらの報告書から、合計 216 件のソフト重要特許を抽出した。抽出した特許の出願年
を Fig.10 に示す。これらの特許は 1995 年以降に出願された比較的新しい特許がほとんど
であり、データの収集時点（2006 年）ではまだ登録には至っていないものも多い。これら
の特許に付与されている IPC サブクラスを筆頭 IPC（特許に一つだけ付与される主たる技




Fig.10 入 る  
 
Fig.11 入 る   11
 
ソフト重要特許の出願人は、 76.4%が民間企業であり、 国立研究機関や特殊会社が 22.2%、




75.5%、国立研究機関や特殊会社が 19.8%、大学は 2.0%であった。 
 
Fig.12 入 る  
 
216 件のソフト重要特許のうち 117 件（54%）は特許も論文も引用していないが、特許の
みを引用しているものが 55 件（25%） 、論文のみを引用しているものが 32 件（15%） 、特
許と論文の両方を引用しているものが 12 件（6%）存在した。特許を引用している 67 件の
ソフト重要特許は、その明細書中に合計 156 件の特許（日本特許、外国特許を含む）を引




業が 25.2%、国立研究機関や特殊会社が 20.3%、大学が 49.3%であった。 
上述のようにソフト重要特許の論文引用は、平均すると特許 1 件あたり 0.8 程度になり、
先に述べたソフトウェア関連特許平均の0.32や、 全分野平均の0.5を大きく上回っている。
一方、ソフト重要特許の発明者後方引用（特許引用）は、平均すると特許 1 件あたり 0.72
















経済産業研究所は、 2007 年に発明者を対象とするサーベイ調査 （RIETI 発明者サーベイ）
を実施した。RIETI 発明者サーベイの概要については、長岡・塚田（2007）を参照のこと。
第 2 節で定義したソフトウェア関連特許のうち、RIETI 発明者サーベイのサンプル（1995
年以降に出願されたものは 5,250 件）に含まれるのは 107 件である。また、REITI 発明者
サーベイのサンプルには、Hall et. al. (2002)  による US 特許分類で 700 番台の”Computer 
Software”に分類されるものが 123 件含まれている。第 2 節の定義と US 特許分類の定義は
一部が重複しており、上記いずれかの定義でソフトウェア特許と位置づけられるものは、
合計202件である
※ （これ以降、 これら202件の特許をSoft_Patと呼ぶ） 。 ここでは、 Soft_Pat
について、他の分野との特許との違いがあるのかどうか、発明者サーベイの結果と特許デ












–  V1：同一分野の国内の特許全体の中での経済的価値（4 カテゴリー） 
–  V2：自社で利用（実施）しているかどうか（5 カテゴリー） 
–  V3：他者にライセンスしているかどうか（5 カテゴリー） 
–  T：特許の外形的指標（12 種類） 
–  K：他者との協力とモビリティ（10 種類） 
–  C：研究着想時に重要な情報源（12 種類） 
–  J：研究実施時に重要な情報源（12 種類） 
–  R：権利化の目的（8 種類） 
–  F：補完的資産（8 種類） 
  である。 
                                                  
2 IPC 分類とキーワードを組み合わせた“ソフトウェア関連特許”の集合と Hall らによる US 分類の”Computer 
Software”の集合が一致しない最大の原因は、Hall らによる分類が US 分類の筆頭（original）部分のみを参照し、筆頭
以外（subsidiary）の情報を利用していないためである。またそれ以外にも、IPC と USPC の技術分類に対するアプロ
ーチの違いや、Triadic Patent Family 構成の多様性なども影響を与えているものと考えられる。 













Table 4 入 る  
 




明者のモチベーションに関する 7 種類の指標に関しては、いずれも Soft_Pat 以外の全特許
との差は見られなかった。発明に結びついた研究の着想時に利用した情報源に関する 12 種
類の指標では、特許文献の重要性がマイナスで 5%有意、技術的なコンファレンスやワーク


















































その発明が他社にライセンス供与されるかどうかと特に関係の深い指標としては、 7 種類 























数と出願シェアを急速に増加させた。この時期は National System である特許制度の変更
や、米国における制度変更が行われた時期と符合しており、出願数の変化はこれらの制度
変更に呼応した変化であるという見方もできよう。しかし一方で、この時期はわが国にお




















累進性と複雑性をその本質として備えているとするならば、 特許は Kash らの指摘したよう
に、巨大なパテント・ポートフォリオを構築する既存の大企業同士の“クロスライセンス・
クラブ”における手札（bargaining chips）として利用され、新規参入者を排除する方向に





































































ら貴重な意見をいただいたことに感謝する。また 2008 年 3 月に開催された RIETI 
International workshop on software innovation では、藤田昌久 RIETI 所長、長岡貞男研
究主幹をはじめ、Bronwyn Hall 氏、和田哲夫氏、青木玲子氏、上野毅氏、Png Ivan 氏ら
からも有益なコメントをいただいた。さらに RIETI 発明者サーベイについては、データの
分析に参加するという貴重な機会ならびに研究内容への多くの助言と示唆をいただいた長
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Fig.1  ソフトウェア関連特許の出願数・登録数およびプログラム著作権の登録数 
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大 学 31 . 4 % 1 42 . 0 %
国研・特殊会社 48 22.2% 137 19.8%
　うちNTT (37) (115)
民間企業（個人含む） 165 76.4% 522 75.5%
不明 18 2.6%
計 216 100% 691
大学 172 49.3% 大学 0 0.0%
国研・特殊会社 71 20.3% 国研・特殊会社 27 17.3%
　うちNTT (45) 　うちNTT (24)
民間企業 88 25.2% 民間企業（個人含む） 120 76.9%
標準化団体 1 0.3%
不明 17 4.9% 不明 9 5.8%


















Fig.12  ソフト重要特許における知識のフロー 
  28
 
Table 1  ソフトウェア特許に関する制度変化の経緯 



























2002:  特許法改正により、 ソフトウェアに関
する発明を条文上、 “物”の発明として
取り扱うことが明示される 











1993: Compton 社の Multi-Media 特許取り
消し事件 
1994:  米 CAFC が Allapat 判決。ソフトウ
ェアに幅広い特許保護を認める 
1996: USPTO は Final Computer Related 




1998:  米 CAFC が State Street Bank 判決。
ビジネス・メソッド特許を広範に認める
 
*米国の経緯については Hall and McGarvie,2007 を参考にした  29
Table 2  大手電機メーカーとパッケージソフト・メーカー 
 
ソフトウェア特許出願上位 20 社（大手電機メーカー） 10 以上の特許を出願したパッケージソフト会社（51 社）
日本電気株式会社  株式会社ソニー・コンピュータエンタテインメント 
キヤノン株式会社  株式会社ジャストシステム 
株式会社日立製作所  マイクロソフト  コーポレイション 
インターナショナル・ビジネス・マシーンズ・コーポレーション 株式会社スクウェア・エニックス 
富士通株式会社  コナミ株式会社 
株式会社東芝  ＮＥＣパーソナルプロダクツ株式会社 
日本電信電話株式会社  日本電気ホームエレクトロニクス株式会社 
松下電器産業株式会社  株式会社ナムコ 
ソニー株式会社  任天堂株式会社 
株式会社リコー  株式会社ハドソン 
三菱電機株式会社  株式会社セガ・エンタープライゼス 
カシオ計算機株式会社  エー・アイ・ソフト株式会社 
シャープ株式会社  株式会社オービックビジネスコンサルタント 
セイコーエプソン株式会社  アルゼ株式会社 
ＮＥＣソフト株式会社  ヤフー株式会社 
富士ゼロックス株式会社  ディジタル  イクイプメント  コーポレイション 
株式会社ＰＦＵ  コンパック・コンピューター・コーポレーション 
株式会社ルネサステクノロジ  株式会社ゼンリン 
株式会社エヌ・イー・エフ  アドビ  システムズ，  インコーポレイテッド 
沖電気工業株式会社  ニフティ株式会社 
  株式会社タイトー 
  デル・ユーエスエイ・エルピー 
  ゲートウェイ，インコーポレイテッド 
  インクリメント・ピー株式会社 
  株式会社ワコム 
  カシオソフト株式会社 
  株式会社エス・エヌ・ケイ 
  株式会社バンダイ 
  株式会社エヌ・ティ・ティ  ピー・シー  コミュニケーションズ 
  エロネックス・テクノロジーズ・インコーポレーテッド 
  株式会社メルコ 
  メキキ・クリエイツ株式会社 
  ソースネクスト株式会社 
  株式会社アプリックス 
  株式会社デジキューブ 
  株式会社ソニー・ミュージックコミュニケーションズ 
  株式会社カプコン 
  リコーシステム開発株式会社 
  株式会社プラネットコンピュータ 
  株式会社オービック 
  株式会社パナス・データべース 
 イ ン フ ォ ア ミ ッ ク ス   ソ フ ト ウ ェ ア   イ ン コ ー ポ レ イ テ ッ ド  
  株式会社ロムウィン 
  株式会社インフォロジー 
  株式会社宮文館 
  ナルテック株式会社 
  株式会社構造計画研究所 
  株式会社エム研 
  株式会社アーツテック 
  株式会社パンプキンハウス 
  株式会社プレイモア 
＊累積出願件数の多い順にソートした 
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Table.3  変数表 





















IPC数 特許がカバーする技術範囲 スケール変数 出願時のIPC（サブクラス）の数
















発明者数 発明者の数 スケール変数 出願時の発明者の数




発明者BC 発明者による後方特許引用 スケール変数 明細書中に記載された先行特許の数
１年内審査 早期審査請求の有無 二値変数 出願後1年以内の審査請求の有無
先行発明 発明の基礎とした先行特許 二値変数 先行特許の有無
共発_社内 共同発明者（社内） スケール変数 共同発明者（社内）の数
共発_他社 共同発明者(他企業） スケール変数 共同発明者(他企業）の数
共発_大学 共同発明者（大学等） スケール変数 共同発明者（大学等）の数
研協_企業 研究協力機関（他企業） スケール変数 研究協力機関（他企業）の種類の数








































































































































































































































































































付表-1  変数のデータソースと記述統計 
 
  変数名 データソース 有効度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
特許価値 Survey Q6.11 3,730 1 4 2.14 0.95
三極出願 Patent Statistics 5,250 0 2 0.73 0.48
自社利用 Survey Q6.3+Q6.8 4,839 0 4 2.18 1.13
ライセンス Survey Q6.6+Q6.8 5,010 0 4 1.06 1.25
論文発表 Survey Q6.9+Q6.8 5,143 0 2 1.13 0.46
IPC数 Patent Statistics 5,250 1 68 3.84 3.22
請求項数 Patent Statistics 5,250 0 5.17 1.68 0.84
発明規模 Survey Q4.15 5,117 1 6 2.31 1.09
出願時年齢 Survey Q1.1 5,158 20 79 39.25 9.07
出願まで人月 Survey Q4.16 5,114 1 8 3.33 1.95
発明者数 Patent Statistics 5,250 1 21 2.60 1.72
補正 Patent Statistics 5,250 0 9 0.79 1.30
論文引用 Patent Statistics 5,250 0 2 0.19 0.54
発明者BC Patent Statistics 5,250 0 100 1.60 3.67
１年内審査 Patent Statistics 5,250 0 1 0.13 0.33
先行発明 Survey Q4.7 5,205 0 1 0.50 0.50
共発_社内 Survey Q4.9 5,250 0 100 1.81 3.94
共発_他社 Survey Q4.9 5,250 0 209 0.27 3.05
共発_大学 Survey Q4.9 5,250 0 40 0.09 1.03
研協_企業 Survey Q4.10 5,139 0 5 0.27 0.52
研協_大学 Survey Q4.10 5,139 0 4 0.07 0.30
所属_小企業 Survey Q3.1 5,250 0 1 0.05 0.22
所属_自営 Survey Q3.1 5,250 0 1 0.02 0.15
所属_大学等 Survey Q3.1 5,250 0 1 0.03 0.17
異動_大学等 Survey Q3.6 5,250 0 1 0.02 0.15
異動_企業 Survey Q3.6 5,250 0 1 0.04 0.19
動機_科学技術 Survey Q5.1 5,116 1 5 3.57 1.06
動機_技術課題 Survey Q5.1 5,164 1 5 4.24 0.79
動機_組織貢献 Survey Q5.1 5,097 1 5 3.60 0.97
動機_キャリア Survey Q5.1 5,081 1 5 2.83 1.08
動機_名声 Survey Q5.1 5,075 1 5 2.60 1.05
動機_研究資源 Survey Q5.1 5,081 1 5 2.64 1.06
動機_金銭 Survey Q5.1 5,082 1 5 2.73 1.05  
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  変数名 データソース 有効度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
着想_科技文献 Survey Q4.12 4,060 1 5 3.72 1.03
着想_特許 Survey Q4.12 4,325 1 5 3.86 0.99
着想_展示会 Survey Q4.12 3,315 1 5 2.87 1.11
着想_コンファ Survey Q4.12 3,251 1 5 3.01 1.07
着想_標準文書 Survey Q4.12 2,892 1 5 2.33 1.09
着想_組織内 Survey Q4.12 4,413 1 5 3.71 1.00
着想_大学 Survey Q4.12 2,795 1 5 2.72 1.12
着想_公研 Survey Q4.12 2,670 1 5 2.60 1.07
着想_顧客 Survey Q4.12 3,814 1 5 3.75 1.09
着想_サプライ Survey Q4.12 3,365 1 5 3.13 1.14
着想_競争相手 Survey Q4.12 3,796 1 5 3.64 1.05
着想_コンサル Survey Q4.12 2,367 1 5 2.16 0.97
実施_科技文献 Survey Q4.13 3,860 1 5 3.65 1.07
実施_特許 Survey Q4.13 4,126 1 5 3.79 1.02
実施_展示会 Survey Q4.13 3,067 1 5 2.81 1.11
実施_コンファ Survey Q4.13 3,021 1 5 2.89 1.08
実施_標準文書 Survey Q4.13 2,785 1 5 2.47 1.14
実施_組織内 Survey Q4.13 4,324 1 5 3.82 1.01
実施_大学 Survey Q4.13 2,585 1 5 2.61 1.15
実施_公研 Survey Q4.13 2,450 1 5 2.50 1.08
実施_顧客 Survey Q4.13 3,533 1 5 3.59 1.18
実施_サプライ Survey Q4.13 3,284 1 5 3.19 1.18
実施_競争相手 Survey Q4.13 3,347 1 5 3.33 1.14
実施_コンサル Survey Q4.13 2,190 1 5 2.15 0.97
目的_自社利用 Survey Q6.2 3,865 1 5 4.18 0.92
目的_ライセン Survey Q6.2 3,820 1 5 3.46 1.10
目的_クロス Survey Q6.2 3,799 1 5 3.41 1.09
目的_純粋防衛 Survey Q6.2 3,822 1 5 3.70 1.03
目的_ブロック Survey Q6.2 3,819 1 5 3.74 1.00
目的_迂回防止 Survey Q6.2 3,792 1 5 3.23 1.02
目的_個人名声 Survey Q6.2 3,800 1 5 2.40 1.01
目的_企業評判 Survey Q6.2 3,816 1 5 3.07 1.11
補完_技術先行 Survey Q6.10 5,017 1 5 4.03 0.87
補完_市場先行 Survey Q6.10 5,003 1 5 3.95 0.87
補完_製造能力 Survey Q6.10 5,000 1 5 3.81 0.93
補完_販売能力 Survey Q6.10 4,985 1 5 3.58 0.97
補完_エンフォー Survey Q6.10 4,970 1 5 3.47 0.86
補完_機密 Survey Q6.10 4,976 1 5 3.58 0.96
補完_複雑性 Survey Q6.10 4,951 1 5 3.00 0.92
補完_協力 Survey Q6.10 4,974 1 5 3.19 1.00  
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付表-2  Soft_Pat と他分野の特許の違いに関する各変数の係数推定結果 
 
①  価値指標と外形的指標 
  従属変数： PROBIT（Soft_Pat） PROBIT（Soft_Pat） PROBIT（Soft_Pat）
サンプル： Obs. 3,413 Obs. 4,731 Obs. 4,834
適合度検定： χ^2 ＝ 3410 χ^2 ＝ 4728 χ^2 ＝ 5039
有意確率 0.488 有意確率 0.493 有意確率 0.152
変数 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差
特許価値 -0.019 ( 0.044 ) -- --
三極出願 -0.003 ( 0.088 ) -0.048 ( 0.070 ) --
自社利用 0.026 ( 0.039 ) 0.028 ( 0.031 ) --
ライセンス -0.059 ( 0.033 ) * -0.062 ( 0.028 ) ** --
論文発表 -- -- 0.069 ( 0.079 )
IPC数 -- -- 0.000 ( 0.012 )
請求項数 -- -- 0.343 ( 0.044 ) ***
発明規模 -- -- 0.015 ( 0.033 )
出願時年齢 -- -- -0.009 ( 0.004 ) **
出願まで人月 -- -- -0.009 ( 0.019 )
発明者数 -- -- -0.092 ( 0.024 ) ***
補正 -- -- 0.047 ( 0.025 ) *
論文引用 -- -- -0.119 ( 0.075 )
発明者BC -- -- -0.067 ( 0.020 ) ***
１年内審査 -- -- 0.112 ( 0.097 )
先行発明 -- -- -0.386 ( 0.071 ) ***
定数項 -1.753 ( 0.133 ) *** -1.733 ( 0.090 ) *** -1.669 ( 0.193 ) ***
* 10%有意　 ** 5%有意 　*** 1%有意  
 
②  研究協力と所属組織・モビリティおよび研究のモチベーション 
  従属変数： PROBIT（Soft_Pat） 従属変数： PROBIT（Soft_Pat）
サンプル： Obs. 5,139 サンプル： Obs. 1,970
適合度検定： χ^2 ＝ 5142 適合度検定： χ^2 ＝ 2074
有意確率 0.443 有意確率 0.033
変数 係数 標準誤差 変数 係数 標準誤差
共発_社内 0.009 ( 0.005 ) * 動機_科学技術 -0.030 ( 0.035 )
共発_他社 -0.027 ( 0.039 ) 動機_技術課題 0.059 ( 0.046 )
共発_大学 -0.033 ( 0.081 ) 動機_組織貢献 0.000 ( 0.035 )
研協_企業 -0.085 ( 0.066 ) 動機_キャリア -0.007 ( 0.039 )
研協_大学 -0.187 ( 0.147 ) 動機_名声 -0.022 ( 0.042 )
所属_小企業 0.013 ( 0.16 ) 動機_研究資源 -0.038 ( 0.039 )
所属_自営 0.022 ( 0.245 ) 動機_金銭 0.026 ( 0.036 )
所属_大学等 -0.031 ( 0.222 ) 定数項 -1.800 ( 0.212 ) ***
異動_大学等 -0.185 ( 0.263 ) * 10%有意　 ** 5%有意 　*** 1%有意
異動_企業 -0.023 ( 0.172 )
定数項 -1.750 ( 0.039 ) ***
* 10%有意　 ** 5%有意 　*** 1%有意  
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③  研究の着想時および実施時に利用した知識源 
 
  従属変数： PROBIT（Soft_Pat） 従属変数： PROBIT（Soft_Pat）
サンプル： Obs. 2,062 サンプル： Obs. 1,970
適合度検定： χ^2 ＝ 2041 適合度検定： χ^2 ＝ 2074
有意確率 0.545 有意確率 0.033
変数 係数 標準誤差 変数 係数 標準誤差
着想_科技文献 -0.014 ( 0.067 ) 実施_科技文献 0.065 ( 0.063 )
着想_特許 -0.142 ( 0.065 ) ** 実施_特許 -0.202 ( 0.060 ) ***
着想_展示会 -0.039 ( 0.068 ) 実施_展示会 0.055 ( 0.069 )
着想_コンファ 0.145 ( 0.070 ) ** 実施_コンファ -0.098 ( 0.077 )
着想_標準文書 0.114 ( 0.062 ) * 実施_標準文書 0.160 ( 0.061 ) ***
着想_組織内 0.032 ( 0.057 ) 実施_組織内 0.008 ( 0.054 )
着想_大学 0.121 ( 0.085 ) 実施_大学 0.062 ( 0.086 )
着想_公研 -0.178 ( 0.098 ) * 実施_公研 -0.073 ( 0.098 )
着想_顧客 0.090 ( 0.060 ) 実施_顧客 0.071 ( 0.058 )
着想_サプライ -0.024 ( 0.063 ) 実施_サプライ 0.055 ( 0.059 )
着想_競争相手 -0.068 ( 0.064 ) 実施_競争相手 0.021 ( 0.061 )
着想_コンサル 0.016 ( 0.078 ) 実施_コンサル -0.135 ( 0.085 )
定数項 -1.933 ( 0.294 ) *** 定数項 -1.798 ( 0.265 ) ***
* 10%有意　 ** 5%有意 　*** 1%有意 * 10%有意　 ** 5%有意 　*** 1%有意  
 
④  発明を特許化する理由および商業的成功に必要な補完的資産 
 
  従属変数： PROBIT（Soft_Pat） 従属変数： PROBIT（Soft_Pat）
サンプル： Obs. 3,741 サンプル： Obs. 4,902
適合度検定： χ^2 ＝ 3821 適合度検定： χ^2 ＝ 5021
有意確率 0.152 有意確率 0.098
変数 係数 標準誤差 変数 係数 標準誤差
目的_自社利用 -0.122 ( 0.042 ) *** 補完_技術先行 0.044 ( 0.046 )
目的_ライセン -0.057 ( 0.045 ) 補完_市場先行 0.072 ( 0.047 )
目的_クロス 0.220 ( 0.046 ) *** 補完_製造能力 -0.237 ( 0.046 ) ***
目的_純粋防衛 0.053 ( 0.052 ) 補完_販売能力 0.147 ( 0.042 ) ***
目的_ブロック 0.080 ( 0.057 ) 補完_エンフォー 0.093 ( 0.045 ) **
目的_迂回防止 -0.106 ( 0.048 ) ** 補完_機密 -0.074 ( 0.043 ) *
目的_個人名声 -0.060 ( 0.048 ) 補完_複雑性 -0.112 ( 0.043 ) ***
目的_企業評判 -0.058 ( 0.041 ) 補完_協力 0.023 ( 0.037 )
定数項 -1.689 ( 0.236 ) *** 定数項 -1.679 ( 0.208 ) ***




付表-3  Soft_Pat の価値指標の分布（下図）と説明変数の係数推定結果 
 
① Soft_Pat の外形的指標 
 
  従属変数： 経済的価値 自社利用 ライセンシング
リンク関数： PROBIT PROBIT NEGATIVE LOG-LOG
サンプル： Obs. 129 Obs. 177 Obs. 185
-2logLH = 306.8 df=12 408.3 df=12 457.0 df=12
χ^2 ＝ 15.6 35.0 *** 9.4
疑似 R2 乗： McFadden 0.048 McFadden 0.079 McFadden 0.020
変数 係数 Wald 係数 Wald 係数 Wald
特許価値 1.126 ( 2.69 ) -- --
　[category = 2] 2.349 ( 11.21 ) *** -- --
　[category = 3] 3.286 ( 20.59 ) *** -- --
自社利用 -- -0.355 ( 0.32 ) --
　[category = 1] -- 0.653 ( 1.10 ) --
　[category = 2] -- 1.133 ( 3.29 ) * --
　[category = 3] -- 3.399 ( 25.05 ) *** --
ライセンス -- -- -0.527 ( 0.49 )
　[category = 1] -- -- 0.418 ( 0.30 )
　[category = 2] -- -- 1.088 ( 1.99 )
　[category = 3] -- -- 2.067 ( 6.46 ) **
論文発表 0.317 ( 1.82 ) 0.525 ( 5.04 ) ** 0.332 ( 1.37 )
IPC数 -0.044 ( 0.13 ) -0.256 ( 5.05 ) ** -0.061 ( 0.19 )
請求項数 0.002 ( 0.00 ) -0.063 ( 2.49 ) 0.042 ( 0.76 )
発明規模 0.035 ( 0.12 ) -0.004 ( 0.00 ) -0.114 ( 0.93 )
出願時年齢 0.013 ( 0.89 ) 0.035 ( 8.01 ) *** -0.024 ( 2.41 )
出願まで人月 0.030 ( 0.28 ) 0.010 ( 0.04 ) 0.062 ( 0.96 )
発明者数 0.099 ( 2.52 ) -0.041 ( 0.47 ) -0.042 ( 0.28 )
補正 0.028 ( 0.13 ) 0.188 ( 7.34 ) *** -0.140 ( 2.24 )
論文引用 0.075 ( 0.14 ) -0.328 ( 2.67 ) -0.274 ( 0.89 )
発明者BC 0.033 ( 0.42 ) 0.040 ( 0.52 ) -0.082 ( 1.07 )
１年内審査 0.379 ( 1.59 ) 0.406 ( 2.24 ) -0.159 ( 0.21 )
先行発明 0.306 ( 2.04 ) -0.286 ( 2.24 ) -0.014 ( 0.00 )












②  研究協力、所属組織・モビリティ 
  従属変数： 経済的価値 自社利用 ライセンシング
リンク関数： PROBIT PROBIT NEGATIVE LOG-LOG
サンプル： Obs. 134 Obs. 186 Obs. 193
-2logLH = 149.2 df=9 154.6 df=9 196.9 df=9
χ^2 ＝ 14.1 34.0 *** 7.3
疑似 R2 乗： McFadden 0.042 McFadden 0.072 McFadden 0.015
変数 係数 Wald 係数 Wald 係数 Wald
特許価値 0.238 ( 0.04 ) -- --
　[category = 2] 1.396 ( 1.39 ) -- --
　[category = 3] 2.392 ( 4.02 ) ** -- --
自社利用 -- -5.026 ( 12.48 ) *** --
　[category = 1] -- -4.040 ( 8.13 ) *** --
　[category = 2] -- -3.565 ( 6.35 ) ** --
　[category = 3] -- -1.407 ( 1.03 ) --
ライセンス -- -- 0.452 ( 0.12 )
　[category = 1] -- -- 1.411 ( 1.17 )
　[category = 2] -- -- 2.112 ( 2.60 )
　[category = 3] -- -- 3.173 ( 5.63 ) **
共発_社内 0.000 ( 0.00 ) -0.155 ( 0.47 ) 0.026 ( 8.78 ) ***
共発_他社 0.061 ( 0.19 ) -0.026 ( 0.01 ) -0.076 ( 0.22 )
共発_大学 0.468 ( 0.37 ) -- ( ) -0.716 ( 0.33 )
研協_企業 -0.078 ( 0.20 ) 0.253 ( 2.73 ) * -0.094 ( 0.21 )
研協_大学 -1.068 ( 1.78 ) -2.371 ( 8.37 ) *** -0.202 ( 0.06 )
所属_小企業 -1.739 ( 7.88 ) *** -0.193 ( 0.19 ) -0.009 ( 0.00 )
所属_自営 1.837 ( 4.34 ) ** -3.247 ( 9.76 ) *** 0.963 ( 0.75 )
所属_大学等 -- ( ) 1.659 ( 3.02 ) * -0.693 ( 0.50 )
異動_大学等 0.781 ( 0.87 ) -1.039 ( 1.54 ) -- ( )
異動_企業 -0.045 ( 0.01 ) -0.707 ( 2.18 ) -0.245 ( 0.19 )
* 10%有意　 ** 5%有意 　*** 1%有意  
③  研究のモチベーション 
  従属変数： 経済的価値 自社利用 ライセンシング
リンク関数： PROBIT PROBIT NEGATIVE LOG-LOG
サンプル： Obs. 133 Obs. 183 Obs. 191
-2logLH = 301.6 df=7 431.6 df=7 454.9 df=7
χ^2 ＝ 23.9 *** 8.6 5.4
疑似 R2 乗： McFadden 0.072 McFadden 0.019 McFadden 0.011
変数 係数 Wald 係数 Wald 係数 Wald
特許価値 1.277 ( 2.21 ) -- --
　[category = 2] 2.511 ( 8.29 ) *** -- --
　[category = 3] 3.505 ( 15.44 ) *** -- --
自社利用 -- -0.623 ( 1.30 ) --
　[category = 1] -- 0.307 ( 0.32 ) --
　[category = 2] -- 0.760 ( 1.95 ) --
　[category = 3] -- 2.770 ( 23.04 ) *** --
ライセンス -- -- -0.286 ( 0.18 )
　[category = 1] -- -- 0.664 ( 0.96 )
　[category = 2] -- -- 1.336 ( 3.74 ) *
　[category = 3] -- -- 2.360 ( 10.20 ) ***
動機_科学技術 0.284 ( 6.75 ) *** 0.037 ( 0.15 ) 0.094 ( 0.58 )
動機_技術課題 0.146 ( 0.69 ) 0.249 ( 4.52 ) ** -0.233 ( 2.41 )
動機_組織貢献 0.101 ( 0.86 ) 0.065 ( 0.53 ) -0.120 ( 1.10 )
動機_キャリア 0.029 ( 0.06 ) -0.062 ( 0.39 ) 0.024 ( 0.04 )
動機_名声 -0.159 ( 1.42 ) -0.097 ( 0.68 ) 0.132 ( 0.74 )
動機_研究資源 0.357 ( 10.62 ) *** -0.037 ( 0.16 ) 0.056 ( 0.21 )
動機_金銭 -0.270 ( 5.99 ) ** -0.007 ( 0.01 ) -0.054 ( 0.20 )
* 10%有意　 ** 5%有意 　*** 1%有意   40
④  研究の着想時に利用した知識源 
  従属変数： 経済的価値 自社利用 ライセンシング
リンク関数： PROBIT PROBIT NEGATIVE LOG-LOG
サンプル： Obs. 46 Obs. 57 Obs. 60
-2logLH = 77.0 df=12 137.5 df=12 142.3 df=12
χ^2 ＝ 28.3 *** 14.2 17.1
疑似 R2 乗： McFadden 0.269 McFadden 0.094 McFadden 0.107
変数 係数 Wald 係数 Wald 係数 Wald
特許価値 2.207 ( 2.51 ) -- --
　[category = 2] 4.291 ( 8.26 ) *** -- --
　[category = 3] 5.496 ( 12.50 ) *** -- --
自社利用 -- -2.013 ( 6.49 ) ** --
　[category = 1] -- -1.127 ( 2.18 ) --
　[category = 2] -- -0.534 ( 0.50 ) --
　[category = 3] -- 1.702 ( 4.29 ) ** --
ライセンス -- -- -0.410 ( 0.24 )
　[category = 1] -- -- 0.710 ( 0.70 )
　[category = 2] -- -- 1.263 ( 2.11 )
　[category = 3] -- -- 2.957 ( 7.57 ) ***
着想_科技文献 0.320 ( 1.44 ) 0.268 ( 2.38 ) -0.304 ( 1.70 )
着想_特許 0.018 ( 0.00 ) -0.021 ( 0.02 ) 0.215 ( 0.94 )
着想_展示会 0.981 ( 9.07 ) *** -0.238 ( 1.13 ) 0.362 ( 1.45 )
着想_コンファ -0.526 ( 2.93 ) * -0.385 ( 3.04 ) * 0.091 ( 0.09 )
着想_標準文書 0.302 ( 2.12 ) -0.084 ( 0.31 ) 0.122 ( 0.36 )
着想_組織内 0.139 ( 0.43 ) 0.154 ( 0.82 ) -0.564 ( 7.10 ) ***
着想_大学 0.783 ( 5.07 ) ** 0.105 ( 0.15 ) 0.199 ( 0.34 )
着想_公研 -0.898 ( 6.73 ) *** -0.228 ( 0.64 ) 0.377 ( 1.16 )
着想_顧客 1.163 ( 12.15 ) *** -0.025 ( 0.02 ) -0.188 ( 0.67 )
着想_サプライ 0.292 ( 1.46 ) -0.033 ( 0.04 ) -0.067 ( 0.10 )
着想_競争相手 -1.314 ( 11.96 ) *** 0.202 ( 0.84 ) -0.062 ( 0.05 )
着想_コンサル -0.420 ( 2.23 ) -0.012 ( 0.00 ) -0.171 ( 0.39 )






⑤  研究の実施時に利用した知識源 
  従属変数： 経済的価値 自社利用 ライセンシング
リンク関数： PROBIT PROBIT NEGATIVE LOG-LOG
サンプル： Obs. 50 Obs. 60 Obs. 64
-2logLH = 101.3 df=12 128.3 df=12 145.6 df=12
χ^2 ＝ 13.8 17.4 26.3 ***
疑似 R2 乗： McFadden 0.120 McFadden 0.120 McFadden 0.153
変数 係数 Wald 係数 Wald 係数 Wald
特許価値 0.973 ( 1.17 ) -- --
　[category = 2] 2.574 ( 7.38 ) *** -- --
　[category = 3] 3.883 ( 14.71 ) *** -- --
自社利用 -- -1.545 ( 3.62 ) * --
　[category = 1] -- -0.571 ( 0.53 ) --
　[category = 2] -- 0.046 ( 0.00 ) --
　[category = 3] -- 2.708 ( 8.95 ) *** --
ライセンス -- -- 1.430 ( 2.44 )
　[category = 1] -- -- 2.508 ( 6.90 ) ***
　[category = 2] -- -- 3.064 ( 9.84 ) ***
　[category = 3] -- -- 4.639 ( 17.55 ) ***
実施_科技文献 0.260 ( 1.89 ) 0.086 ( 0.24 ) -0.496 ( 3.79 ) *
実施_特許 0.041 ( 0.06 ) 0.128 ( 0.77 ) 0.581 ( 8.91 ) ***
実施_展示会 0.496 ( 4.29 ) ** -0.265 ( 1.57 ) 0.119 ( 0.20 )
実施_コンファ -0.405 ( 2.81 ) * -0.107 ( 0.22 ) 0.229 ( 0.62 )
実施_標準文書 -0.032 ( 0.03 ) -0.203 ( 1.69 ) 0.128 ( 0.32 )
実施_組織内 0.135 ( 0.53 ) 0.284 ( 2.63 ) -0.150 ( 0.50 )
実施_大学 -0.057 ( 0.06 ) -0.269 ( 1.31 ) 0.810 ( 6.70 ) ***
実施_公研 0.568 ( 2.18 ) 0.645 ( 3.29 ) * -0.219 ( 0.27 )
実施_顧客 0.266 ( 1.47 ) 0.211 ( 1.12 ) -0.536 ( 4.19 ) **
実施_サプライ -0.229 ( 1.06 ) 0.160 ( 0.69 ) -0.644 ( 6.25 ) **
実施_競争相手 -0.169 ( 0.41 ) -0.296 ( 1.84 ) 0.695 ( 5.04 ) **
実施_コンサル -0.454 ( 2.03 ) -0.535 ( 4.18 ) ** 0.128 ( 0.17 )




⑥  発明を権利化する理由 
  従属変数： 経済的価値 自社利用 ライセンシング
リンク関数： PROBIT PROBIT NEGATIVE LOG-LOG
サンプル： Obs. 104 Obs. 138 Obs. 145
-2logLH = 250.5 df=8 294.1 df=8 354.7 df=8
χ^2 ＝ 11.0 19.0 ** 8.4
疑似 R2 乗： McFadden 0.042 McFadden 0.059 McFadden 0.022
変数 係数 Wald 係数 Wald 係数 Wald
特許価値 0.084 ( 0.01 ) -- --
　[category = 2] 1.225 ( 2.96 ) * -- --
　[category = 3] 2.117 ( 8.50 ) *** -- --
自社利用 -- -1.373 ( 5.18 ) ** --
　[category = 1] -- -0.285 ( 0.23 ) --
　[category = 2] -- 0.205 ( 0.12 ) --
　[category = 3] -- 2.439 ( 15.62 ) *** --
ライセンス -- -- 1.281 ( 2.88 ) *
　[category = 1] -- -- 2.064 ( 7.27 ) ***
　[category = 2] -- -- 2.637 ( 11.49 ) ***
　[category = 3] -- -- 3.757 ( 20.48 ) ***
目的_自社利用 0.127 ( 0.76 ) 0.149 ( 1.69 ) -0.025 ( 0.03 )
目的_ライセン -0.140 ( 1.13 ) -0.193 ( 2.77 ) * 0.024 ( 0.03 )
目的_クロス 0.112 ( 0.74 ) -0.105 ( 0.72 ) -0.106 ( 0.54 )
目的_純粋防衛 -0.247 ( 2.22 ) -0.046 ( 0.13 ) 0.113 ( 0.44 )
目的_ブロック 0.077 ( 0.16 ) 0.214 ( 1.86 ) 0.006 ( 0.00 )
目的_迂回防止 0.082 ( 0.37 ) 0.159 ( 1.61 ) 0.074 ( 0.21 )
目的_個人名声 -0.136 ( 0.89 ) -0.173 ( 1.77 ) 0.365 ( 4.90 ) **
目的_企業評判 0.307 ( 6.62 ) ** 0.074 ( 0.50 ) -0.086 ( 0.38 )
* 10%有意  ** 5%有意 　*** 1%有意  
 
 
⑦  商業的成功のために必要な補完的資産 
  従属変数： 経済的価値 自社利用 ライセンシング
リンク関数： PROBIT PROBIT NEGATIVE LOG-LOG
サンプル： Obs. 134 Obs. 185 Obs. 193
-2logLH = 316.3 df=8 433.2 df=8 430.8 df=8
χ^2 ＝ 12.6 17.9 ** 36.3 ***
疑似 R2 乗： McFadden 0.037 McFadden 0.038 McFadden 0.074
変数 係数 Wald 係数 Wald 係数 Wald
特許価値 1.051 ( 1.91 ) -- --
　[category = 2] 2.226 ( 8.29 ) *** -- --
　[category = 3] 3.146 ( 15.86 ) *** -- --
自社利用 -- -0.720 ( 1.47 ) --
　[category = 1] -- 0.233 ( 0.16 ) --
　[category = 2] -- 0.708 ( 1.44 ) --
　[category = 3] -- 2.756 ( 19.70 ) *** --
ライセンス -- -- 0.462 ( 0.33 )
　[category = 1] -- -- 1.494 ( 3.37 ) *
　[category = 2] -- -- 2.194 ( 7.07 ) ***
　[category = 3] -- -- 3.244 ( 14.04 ) ***
補完_技術先行 -0.024 ( 0.03 ) 0.109 ( 0.84 ) -0.172 ( 1.29 )
補完_市場先行 0.112 ( 0.61 ) -0.011 ( 0.01 ) 0.329 ( 4.20 ) **
補完_製造能力 0.243 ( 3.85 ) ** -0.111 ( 1.26 ) -0.103 ( 0.69 )
補完_販売能力 -0.050 ( 0.20 ) -0.042 ( 0.20 ) 0.405 ( 10.52 ) ***
補完_エンフォー 0.059 ( 0.21 ) 0.165 ( 2.31 ) -0.465 ( 10.12 ) ***
補完_機密 0.167 ( 1.75 ) 0.248 ( 5.05 ) ** 0.070 ( 0.27 )
補完_複雑性 0.024 ( 0.04 ) 0.073 ( 0.44 ) -0.453 ( 11.37 ) ***
補完_協力 -0.081 ( 0.52 ) -0.192 ( 4.14 ) ** 0.282 ( 5.74 ) **
* 10%有意　 ** 5%有意 　*** 1%有意  